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１．2026年９月期の業績（2025年10月１日～2026年９月30日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 18,688 15.2 1,146 122.6 1,140 106.0 795 78.2
2025年９月期 16,215 26.0 515 259.5 553 108.5 446 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年９月期 127.35 120.85 26.4 17.4 6.1
2025年９月期 71.95 － 27.4 10.8 3.2

(参考) 持分法投資損益 2026年９月期 －百万円 2025年９月期 －百万円

(注)１．2025年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式は存在するものの当社株式は2025年９月期

においては非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載していません。

２．当社株式は、2026年９月17日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、2026年９月期の潜在株式調整後

１株当たり当期純利益については新規上場日から2026年９月期の末日までの平均株価を期中平均株価とみなし

て算定しています。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 7,772 4,168 53.6 567.17
2025年９月期 5,301 1,852 34.9 298.49

(参考) 自己資本 2026年９月期 4,168百万円 2025年９月期 1,852百万円

（３）キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年９月期 1,419 △69 1,314 3,796
2025年９月期 △917 △37 400 1,131

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年９月期 － － － 0.00 0.00 － － －
2026年９月期 － － － 0.00 0.00 － － －
2027年９月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －

３．2027年９月期の業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 22,044 18.0 1,327 15.8 1,328 16.5 900 13.1 122.47



(注)１．当社は年次での業務管理を行っていますので、第２四半期（累計）の業績予想の記載を省略しています。詳細

は、添付資料５ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年９月期 7,350,450株 2025年９月期 6,250,000株

② 期末自己株式数 2026年９月期 －株 2025年９月期 42,550株

③ 期中平均株式数 2026年９月期 6,250,466株 2025年９月期 6,207,450株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。

(決算補足説明資料の入手方法)

決算補足説明資料は、2026年11月13日に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度における世界経済は、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー価格の変動や国際通商政策を巡る不確実性な

どの下押し要因がみられた一方、AI関連投資の拡大等が経済活動を下支えし、地域や産業によってばらつきがみられ

ながらも、全体として底堅く推移しました。先行きについては、インフレ圧力の継続や地政学的リスクの高まりなど

を背景に、依然として不透明な状況が続いております。

日本経済は、継続的な賃上げや雇用・所得環境の改善を背景に、個人消費に持ち直しの動きがみられるなど、緩や

かな回復基調で推移しました。一方、物価上昇による家計への影響に加え、中東情勢を背景としたエネルギー価格の

変動や金融資本市場の動向など、景気の先行きには引き続き不透明な要因が残る状況となりました。

このような事業環境の下、当社は「いいモノが広がっている世の中を創造する」というビジョンの実現に向け、主

力事業であるリワードマーケティングプラットフォーム「SKYFLAG」において、既存メディアとの取引拡大及び新規メ

ディアの導入を推進いたしました。また、海外広告主や金融領域を中心とした広告主の開拓に取り組むとともに、プ

ラットフォームの機能開発及び広告配信の最適化を進め、事業基盤の拡大と収益性の向上に注力いたしました。

これらの取り組みにより売上高が拡大したことに加え、売上総利益率の改善等により、売上総利益の増加が販売費

及び一般管理費の増加を上回り、利益面においても大幅な増益となりました。

この結果、当事業年度の売上高は18,688,272千円（前事業年度比15.2％増）、営業利益は1,146,361千円（同122.6

％増）、経常利益は1,140,690千円（同106.0％増）、当期純利益は795,975千円（同78.2％増）となりました。

＜リワードマーケティングプラットフォーム事業＞

リワードマーケティングプラットフォーム事業は、「SKYFLAG」、「SKYFLAGリサーチ」及びその他のリサーチコン

サルティングサービスにより構成されております。

「SKYFLAG」においては、既存の主要メディアとの取引関係の維持・強化に加え、新規メディアの導入を推進し、広

告配信基盤の拡大に取り組みました。また、広告主の新規開拓を積極的に進め、特に海外広告主及び金融領域におけ

る広告案件の拡大が業績の伸長に寄与いたしました。

開発面において、機械学習モデルを活用した広告配信の最適化及び効果検証を継続的に実施し、広告配信効率の改

善とプラットフォームの収益性向上に取り組みました。

「SKYFLAGリサーチ」においては、営業体制の強化を通じて新規顧客の開拓及び既存顧客との取引拡大を推進いたし

ました。また、顧客の多様な課題やニーズに対応するため、コンサルティング体制の拡充を進め、サービス提供体制

の強化に取り組みました。

この結果、当事業年度のリワードマーケティングプラットフォーム事業の売上高は18,248,897千円（前事業年度比

16.7％増）、セグメント利益は2,135,813千円（同50.8％増）となりました。

＜その他＞

その他は、ゲームアプリ「ポーカーチェイス」、ポイ活アプリ「ポケットプレイ」及び飲食店向けモバイルオーダ

ーシステム「SKYORDER」等の事業により構成されております。

「ポーカーチェイス」において、人気キャラクターコンテンツとのコラボレーション施策等を展開し、ユーザーの

利用促進及び収益の向上に取り組みました。また、「ポケットプレイ」及び「SKYORDER」においては、事業運営体制

の強化及びサービス品質の向上を図り、事業基盤の整備による収益性の改善を進めました。

この結果、当事業年度におけるその他の売上高は466,475千円（前事業年度比21.3％減）、セグメント損失は3,257

千円（前事業年度はセグメント損失66,400千円）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当事業年度末における流動資産は7,073,132千円となり、前事業年度末に比べ2,511,494千円増加いたしました。こ

れは主に、現金及び預金が2,664,935千円増加した一方で、売掛金が165,216千円減少したことによるものでありま

す。

固定資産は699,621千円となり、前事業年度末に比べ40,629千円減少いたしました。これは主に、繰延税金資産が

88,118千円減少したことによるものであります。

この結果、資産合計は7,772,753千円となり、前事業年度末に比べ2,470,865千円増加いたしました。

(負債)

当事業年度末における流動負債は3,603,767千円となり、前事業年度末に比べ154,740千円増加いたしました。これ

は主に、未払法人税等が291,616千円、買掛金が115,891千円それぞれ増加した一方で、短期借入金が200,000千円減少

したことによるものであります。

この結果、負債合計は3,603,767千円となり、前事業年度末に比べ154,740千円増加いたしました。

(純資産)

当事業年度末における純資産は4,168,986千円となり、前事業年度末に比べ2,316,125千円増加いたしました。これ

は主に、当期純利益の計上等により利益剰余金が749,170千円増加したことに加え、新規上場に伴う募集株式の発行等

により、資本金及び資本準備金がそれぞれ760,075千円増加したことによるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ2,664,935千円

増加し、3,796,525千円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は下記のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金収入は、1,419,827千円（前事業年度は917,108千円の支出）となりました。

主な資金増加要因は、税引前当期純利益1,140,690千円、売上債権の減少額164,455千円、法人税等の還付額123,210

千円によるものであります。

主な資金減少要因は、未収消費税等の増加額96,567千円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金支出は、69,141千円（前事業年度は37,731千円の支出）となりました。

主な資金減少要因は、投資有価証券の取得による支出49,998千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金収入は、1,314,182千円（前事業年度は400,000千円の収入）となりました。

主な資金増加要因は、新規上場に伴う株式の発行による収入1,518,429千円によるものであります。

[キャッシュ・フロー関連指標の推移]

2025年９月期 2026年９月期

自己資本比率(%) 34.9 53.6

時価ベースの自己資本比率(%) － 179.7

自己資本比率:自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率:株式時価総額/総資産

(注) 1.各指標は、単体ベースの財務数値により計算しております。

2.2025年９月期の当社株式は非上場であり、時価ベースでの自己資本が把握できないため記載しておりま

せん。

3.株式時価総額は発行済株式数をベースに計算しております。
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（４）今後の見通し

2027年９月期におきましては、主力事業の収益基盤を一層強化するとともに、海外市場における事業展開を推進し、

さらなる成長に向けた事業基盤の拡充に取り組んでまいります。

リワードマーケティングプラットフォーム事業におきましては、既存メディアにおける広告配信の拡大及び新規メ

ディアの開拓を推進するとともに、広告主の新規開拓や広告配信の最適化を通じて、収益基盤の拡大及び収益性の向

上に取り組んでまいります。

海外展開につきましては、韓国市場における事業基盤の強化及び取引拡大を図るとともに、米国市場における営業

活動を推進し、事業基盤の構築・拡大に取り組んでまいります。さらに、欧米を中心としたグローバル展開を見据え、

海外事業を中長期的な成長の柱として育成してまいります。

その他の事業におきましては、「ポーカーチェイス」におけるユーザー基盤の拡大及び利用促進に取り組み、収益

基盤の強化を図ってまいります。また、飲食店向けモバイルオーダーシステム「SKYORDER」の事業拡大を推進し、収

益源の多様化に取り組んでまいります。

これらの取り組みを通じて、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を目指してまいります。

◆2027年９月期通期見込み （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

22,044 1,327 1,328 900

業績予想につきましては、当社が現在入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、その達成を当社として約束

する趣旨のものではありません。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社では、株主の皆様に対し、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を確保しつつ、当該事業年

度の業績や資金収支を総合的に判断し利益還元を実施することを配当に関する基本方針としております。この方針を

踏まえた上で、当社が成長過程にあることも考慮し、利益配分においては、さらなる成長のための投資に向けた支出

と内部留保の充実を先行して実施することとし、財務体質強化に努めております。

つきましては、当事業年度の期末配当は無配としております。

今後は、経営成績及び財政状態を勘案しつつ、株主の皆様への配当を検討する方針としております。ただし、配当

実施の可能性及びその実施時期について、現時点においては未定であります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、会計基準は日本基準を適用しております。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢や株主構成及び海外への事業展開の進展状況を踏まえ

ながら、検討していく方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年９月30日)

当事業年度
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,131,589 3,796,525

売掛金 2,689,310 2,524,094

前渡金 17,001 42,623

前払費用 89,506 100,267

未収消費税等 475,305 571,873

その他 171,227 49,928

貸倒引当金 △12,304 △12,179

流動資産合計 4,561,637 7,073,132

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 126,055 126,055

減価償却累計額 △16,568 △25,014

建物附属設備(純額) 109,486 101,041

工具、器具及び備品 12,661 17,488

減価償却累計額 △8,957 △12,226

工具、器具及び備品(純額) 3,703 5,262

有形固定資産合計 113,190 106,303

無形固定資産

ソフトウエア 15,808 12,320

無形固定資産合計 15,808 12,320

投資その他の資産

投資有価証券 － 49,998

関係会社株式 11,316 11,316

破産更生債権等 23,533 24,294

繰延税金資産 331,317 243,198

その他 268,618 276,482

貸倒引当金 △23,533 △24,294

投資その他の資産合計 611,251 580,996

固定資産合計 740,250 699,621

資産合計 5,301,888 7,772,753
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年９月30日)

当事業年度
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,641,924 2,757,816

短期借入金 400,000 200,000

未払金 139,739 89,312

未払費用 116,566 110,894

未払法人税等 410 292,026

契約負債 76,669 65,469

預り金 7,699 8,929

賞与引当金 58,243 69,155

その他 7,774 10,163

流動負債合計 3,449,027 3,603,767

負債合計 3,449,027 3,603,767

純資産の部

株主資本

資本金 79,393 839,468

資本剰余金

資本準備金 29,393 789,468

資本剰余金合計 29,393 789,468

利益剰余金

利益準備金 4,900 4,900

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,785,978 2,535,148

利益剰余金合計 1,790,878 2,540,048

自己株式 △46,805 －

株主資本合計 1,852,860 4,168,986

純資産合計 1,852,860 4,168,986

負債純資産合計 5,301,888 7,772,753
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当事業年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

売上高 16,215,701 18,688,272

売上原価 13,912,968 15,636,973

売上総利益 2,302,733 3,051,298

販売費及び一般管理費 1,787,732 1,904,937

営業利益 515,000 1,146,361

営業外収益

受取利息 1,614 3,755

為替差益 27,968 23,808

違約金収入 30,000 －

その他 794 3,985

営業外収益合計 60,377 31,549

営業外費用

支払利息 2,225 7,695

株式交付費 － 9,086

上場関連費用 － 11,295

遅延損害金 17,989 6,187

その他 1,467 2,955

営業外費用合計 21,682 37,219

経常利益 553,694 1,140,690

税引前当期純利益 553,694 1,140,690

法人税、住民税及び事業税 1,071 256,597

法人税等調整額 106,009 88,118

法人税等合計 107,081 344,715

当期純利益 446,613 795,975
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 79,393 29,393 － 29,393 4,900 1,339,365 1,344,265 △46,805 1,406,247 1,406,247

当期変動額

新株の発行

新株の発行（新

株 予 約 権 の 行

使）

当期純利益 446,613 446,613 446,613 446,613

自己株式の消却

利益剰余金から

資本剰余金への

振替

当期変動額合計 － － － － － 446,613 446,613 － 446,613 446,613

当期末残高 79,393 29,393 － 29,393 4,900 1,785,978 1,790,878 △46,805 1,852,860 1,852,860

当事業年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 79,393 29,393 － 29,393 4,900 1,785,978 1,790,878 △46,805 1,852,860 1,852,860

当期変動額

新株の発行 759,000 759,000 759,000 1,518,000 1,518,000

新株の発行（新

株 予 約 権 の 行

使）

1,075 1,075 1,075 2,150 2,150

当期純利益 795,975 795,975 795,975 795,975

自己株式の消却 △46,805 △46,805 46,805 －

利益剰余金から

資本剰余金への

振替

46,805 46,805 △46,805 △46,805 －

当期変動額合計 760,075 760,075 － 760,075 － 749,170 749,170 46,805 2,316,125 2,316,125

当期末残高 839,468 789,468 － 789,468 4,900 2,535,148 2,540,048 － 4,168,986 4,168,986
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当事業年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 553,694 1,140,690

減価償却費 13,045 15,202

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,063 636

賞与引当金の増減額（△は減少） △35,597 10,912

受取利息 △1,614 △3,755

支払利息 2,225 7,695

株式交付費 － 9,086

上場関連費用 － 11,295

為替差損益（△は益） △48 △67

売上債権の増減額（△は増加） △813,211 164,455

仕入債務の増減額（△は減少） △139,118 115,891

未収消費税等の増減額（△は増加） 16,581 △96,567

その他 △70,929 △73,233

小計 △469,910 1,302,242

利息の受取額 1,614 3,755

利息の支払額 － △9,920

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △449,316 123,210

その他 503 539

営業活動によるキャッシュ・フロー △917,108 1,419,827

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,829 △4,827

無形固定資産の取得による支出 △16,922 －

関係会社株式の取得による支出 △11,316 －

投資有価証券の取得による支出 － △49,998

その他 △1,663 △14,314

投資活動によるキャッシュ・フロー △37,731 △69,141

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 400,000 △200,000

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 － △300,000

株式の発行による収入 － 1,518,429

上場関連費用の支出 － △4,247

財務活動によるキャッシュ・フロー 400,000 1,314,182

現金及び現金同等物に係る換算差額 48 67

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △554,791 2,664,935

現金及び現金同等物の期首残高 1,686,381 1,131,589

現金及び現金同等物の期末残高 1,131,589 3,796,525
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(持分法損益等の注記)

当社が有している子会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性が乏しい子会社であるため、記

載を省略しております。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっております。

当社は、リワードマーケティングプラットフォーム事業を主な事業としており、各事業部門は取り扱うサービス

について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

「リワードマーケティングプラットフォーム事業」は、「ロングCPEリワード広告」に特化したリワードマーケテ

ィングプラットフォーム「SKYFLAG」の提供をしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成において採用している会計処理の方法と同一

であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。



株式会社Skyfall(625A) 2026年９月期 決算短信

― 12 ―

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度（自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

財務諸表

計上額

(注)３

リワード

マーケティ

ングプラッ

トフォーム

事業

売上高

外部顧客への売上高 15,635,269 580,432 16,215,701 － 16,215,701

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,012 12,456 15,468 △15,468 －

計 15,638,281 592,889 16,231,170 △15,468 16,215,701

セグメント利益又は

損失(△)
1,416,638 △66,400 1,350,238 △835,238 515,000

セグメント資産 2,650,773 155,148 2,805,922 2,495,966 5,301,888

その他の項目

減価償却費 2,428 354 2,783 10,261 13,045

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

16,922 553 17,475 3,527 21,003

（注) １．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ポーカーチェイス、ポケットプレイ及

びSKYORDER等の事業を含んでおります。

２．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失の調整額△835,238千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

(2) セグメント資産の調整額2,495,966千円は、全社資産であります。

(3) その他の項目の減価償却費の調整額10,261千円は、全社資産の償却額であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額3,527千円は、全社資産の増減額であります。

３．セグメント利益又は損失の合計額は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当事業年度（自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

財務諸表
計上額
(注)３

リワード

マーケティ

ングプラッ

トフォーム

事業

売上高

外部顧客への売上高 18,248,568 439,703 18,688,272 － 18,688,272

セグメント間の内部
売上高又は振替高

328 26,771 27,100 △27,100 －

計 18,248,897 466,475 18,715,372 △27,100 18,688,272

セグメント利益又は

損失(△)
2,135,813 △3,257 2,132,555 △986,194 1,146,361

セグメント資産 2,560,210 96,854 2,657,064 5,115,689 7,772,753

その他の項目

減価償却費 764 700 1,465 13,736 15,202

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
816 1,034 1,851 2,976 4,827

（注) １．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ポーカーチェイス、ポケットプレイ及

びSKYORDER等の事業を含んでおります。

２．調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失の調整額△986,194千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

(2) セグメント資産の調整額5,115,689千円は、全社資産であります。

(3) その他の項目の減価償却費の調整額13,736千円は、全社資産の償却額であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2,976千円は、全社資産の増減額であります。

３．セグメント利益又は損失の合計額は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。



株式会社Skyfall(625A) 2026年９月期 決算短信

― 14 ―

【関連情報】

前事業年度（自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位:千円)

日本 中国
アジア

（日本・中国以外）
その他 合計

9,974,092 3,524,469 1,808,909 908,231 16,215,701

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。なお、イスラエルをアジア（日本・中国

以外）に含んでおります。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位:千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社MAVEL 1,624,748
リワードマーケティング
プラットフォーム事業

当事業年度（自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位:千円)

日本 中国
アジア

（日本・中国以外）
その他 合計

10,012,963 3,809,943 3,131,950 1,733,414 18,688,272

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。なお、イスラエルをアジア（日本・中国

以外）に含んでおります。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しておりま

す。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

該当事項はありません。

当事業年度（自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

該当事項はありません。

当事業年度（自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度

(自 2024年10月１日

至 2025年９月30日)

当事業年度

(自 2025年10月１日

至 2026年９月30日)

１株当たり純資産額 298.49円 567.17円

１株当たり当期純利益 71.95円 127.35円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 －円 120.85円

（注）１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、当社株式は非上場であるため期中平均株価

が把握できませんので、記載しておりません。

２．当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、当社株式は2026年９月17日に東京証券取引

所グロース市場に上場したため、新規上場日から当事業年度の末日までの平均株価を期中平均株価とみなし

て算定しております。

３．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前事業年度

(自 2024年10月１日

至 2025年９月30日)

当事業年度

(自 2025年10月１日

至 2026年９月30日)

１株当たり当期純利益

当期純利益（千円） 446,613 795,975

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 446,613 795,975

普通株式の期中平均株式数（株） 6,207,450 6,250,466

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 335,928

（うち新株予約権（株）） (－) (335,928)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式の概要
新株予約権５種類
(新株予約権613,720個)

－

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


